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部門名 重　量

エマグセット内容の品名（場合によって用途も）
ツエルト泊で常用しているので、山行やルート上の山小屋の数により装備が増減します。

【本当にただ持っていくのみ or 数時間の日帰り山行のみなら】
『フリント式ライター・ミニライト・レザーマンＳＤ　62g』
　　(簡易カラビナで結束し、山ズボンのキーホルダーループ部分に付けて常に身に着けています)

『アクアペル　ファーストエイドパック　525g』
（ファーストエイド部門なので詳細写真は省きますが、

一般的な救急セットにプライヤー付きナイフ、カラビナ、細引き２、番線とダクトテープ、

銀マット、タオル、ロールペーパー、エナジーバーが入っています）

『ツエルトⅡロング　433g』

（ガイラインは付けっぱなし、通常はジップロックですが写真のメッシュ袋込みの重さで

計測しています。メッシュ袋にお泊りセットが全部収納出来ますし、

使用後はカラビナでザックに括り付け簡易乾燥させられます）

『ミニスコップ　モグ　37g』

（雉打ちや設営均しやペグの代わりにも使えます。ペグ時に判りやすい、抜きやすいように

ガイドを追加。何となく汚れが気になるのでミニジップロックに入れてあります）

以上が基本セット。シュラフマット代わりにするザックや、ツエルトポール代わりにするストックは

通常持参するものなので重量に含んでいません。

【１泊以上の山行（山小屋泊）の場合は】
『エスケイプビィビィ　233ｇ』

（アルミ蒸着シートをビビィ状にしたもの、布団や寝袋が寒い時のシュラフカバー代わりや、

靴を履いたままご来光待ちの風よけにとマルチで使える）などを追加。

【ルート上に複数の山小屋があり、出来れば先に進みたいので予約を取らずに

飛び込みで行く場合】
（足の踏み場も無く断られたら不安な為、ツエルト泊も想定して以下も追加します）

『フットプリント　180ｇ』

『ペグ（種類混合１４本程、袋は折り畳み傘の袋を縫い合わせた自作）　115g』

（写真ではカーボンコアステイク１１本、アルミペグ２本、ネイルペグ１本で計測しています。

地面の状況が判らない場合複数種類持って行って、余った部分はサイドリフター引きや

出入り口の固定に使っています）

『折り畳み傘　146g』

（雨天時は必須で広げることによりツエルト内で最低限のクリアランスが確保されます。

あと、やはり水滴が天頂部から伝ってくると気になって安眠出来ないので・・・）

などを追加。

②『アクアペル　ファーストエイドパック　525g』
③『ツエルトⅡロング　433g』

⑧『折り畳み傘　146g』

また、エマグとは外れますが、ツエルト常用で確実に晴れの時は

⑦『ペグ（種類混合１４本程、袋は折り畳み傘の袋を縫い合わせた自作）　115g』

⑨『蚊帳を改造した底割れインナーテント　200g』
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ツエルト泊で常用しているので、山行やルート上の山小屋の数により装備が増減します。 

　本当にただ持っていくのみ or 数時間の日帰り山行のみなら
①『フリント式ライター・ミニライト・レザーマンＳＤ　62g』

④『ミニスコップ　モグ　37g』
シュラフマット代わりにするザックや、ポール代わりにするストックは通常持参品として。

　１泊以上の山行（山小屋泊）の場合は
⑤『エスケイプビィビィ　233ｇ』

　ルート上に複数の小屋があり、先に進みたいので予約を取らずに飛び込みで行く場合

⑥『フットプリント　180ｇ』



今回改めて自分の装備の見つめ直しににもなりましたし。自作ツール等の紹介だったと
しても自分にフィードバック出来る企画ですので、皆さんの記録を楽しみにしています。

エピソード
・

コメント

登山を始めた時は、「もしかして使うかもしれない」荷物を大量に持って行くことが多く
持ってきた挙句にほとんど使わずに、大変な思いだけをすることが多かったですが。
準備していくうちにタープにもシェルターにもなるツエルトや、シュラフカバー代用になる
ビィビィなど、非常時にも使えますが通常でもあると便利な道具が絞られてきました。
緊急夜営の為にも積極的に雨天でツエルト泊をして、色々大変な思いをしましたが
（天頂部からの浸水や、それの対策をして上部からの防御を完璧にしたと思ったら
フロアレス部分が水浸しになったりとか、結露防止になると思って自作したインナー
メッシュのせいで天井拭けなくなって水滴が溜まりツエルト内に雨が降ったりとか）
　今ではいい思い出で。自分の準備した装備への信頼から、日暮れや時間に追われ
無理な前進をしなくなったような気がします。

　書いている途中で、既製品で無く自作の品の紹介なのではと不安になりましたが。


